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トマト定植作業の様子
（紹介は２ページです）

《上常呂地区・常川》

特
集

各生産組織、ＪＡ三組織が総会開催
　　　  ～次年度に向け新体制～
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介

　
「
喜
ば
れ
る
ト
マ
ト
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　 

定
植
作
業
行
わ
れ
る
」

２

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

喜ばれるトマトを目指して　定植作業行われる
　
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
上
常
呂
地
区
で
は
２
月

下
旬
、
ト
マ
ト
の
定
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
ト
マ
ト
を
約
50
㌃
作
付
け
す

る
伊
藤
正
一
さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

は
、
「
ハ
ウ
ス
桃
太
郎
」
「
桃
太
郎
フ
ァ

イ
ト
」
な
ど
の
苗
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

定
植
し
て
い
ま
し
た
。
伊
藤
さ
ん
の
お
宅

で
は
ト
マ
ト
を
40
年
以
上
生
産
し
て
お
り
、

今
年
度
は
１
３
，
０
０
０
株
弱
の
ト
マ
ト

を
植
え
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
収
穫
は
５

月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
頃
ま
で
続
く
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
ト
マ
ト
は
日
々
の
温
度

管
理
が
大
変
だ
が
、
美
味
し
い
ト
マ
ト
に

な
る
よ
う
に
愛
情
を
込
め
て
作
っ
て
い
る
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
４
戸
が
合
わ
せ
て
約
94
㌃

作
付
け
し
、
約
１
０
２
㌧
の
生
産
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

○
Ｊ
Ａ
ト
ピ
ッ
ク
ス

８

…
…

…
…

…
…

…

○
ほ
の
ぼ
の
広
場

・
記
念
の
一
枚

・
き
た
み
ら
い
技
能
実
習
生

10

…
…

…
…

…
…

…
…

○
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル

11

…

○
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

12

…
…

…
…

…

○
お
ひ
さ
ま
サ
ラ
ダ
ク
ッ
キ
ン
グ

　「
カ
キ
の
酒
煮
」

　「
サ
ワ
ラ
と
カ
ブ
の
ち
り
蒸
し
煮
」
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…
…
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各
生
産
組
織
、

    

Ｊ
Ａ
三
組
織
が
総
会
開
催

       

～
次
年
度
に
向
け
新
体
制
～

特 
集

玉ねぎ播種作業
～多収高品質を目指して～

　厳しい寒さと降雪が続く２月上旬、

当ＪＡでは玉ねぎの播種作業がスタ

ートし育苗ポットの伏せ込み作業が

順調に進みました。

　玉ねぎを約14㌶作付し、きたみらい玉葱振興会会長を

務める加藤英樹さんは、２月７日から種子と培土が詰め

られた育苗ポットの伏せ込みをスタートさせました。真

白、極早生品種、早生品種、中晩生品種の順に、ビニー

ルハウスの中へ丁寧に育苗ポットを並べ、２月19日まで

ビニールハウス４棟に約8,700枚を伏せ込みました。

　加藤さんは「気象条件に左右されず平年作となるよう

な年にしたい。去年は干ばつ等の影響を受けたので今年

は安定した収量と品質を目指す」と意気込みを語りました。

　当ＪＡでは今年度、玉ねぎの作付面積を約4,600㌶、

生産量を約26.7万㌧見込んでいます。

▲定植作業の様子（伊藤さんのハウスで）

ハウス一面に敷き詰めら
れた育苗ポット
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き
た
み
ら
い
馬
鈴
薯
振
興
会
は
２
月
14

日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回
通
常
総

会
を
開
き
、
本
人
出
席
18
人
、
委
任
状
16

人
と
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
は
「
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
降
雨
が
な
く
30
℃
を
超
え
る
日
が
続
く

な
ど
、
過
去
に
な
い
記
録
的
な
干
ば
つ
と

な
り
、
塊
茎
肥
大
が
進
ま
ず
小
玉
傾
向
の

生
育
と
な
っ
た
。
販
売
面
で
は
７
月
下
旬

か
ら
出
荷
を
開
始
し
た
が
全
道
的
に
小
玉

傾
向
と
な
っ
た
た
め
、
き
た
み
ら
い
で
は

早
期
か
ら
М
・
Ｓ
規
格
の
市
場
出
荷
を
停

止
し
、
Ｌ
・
Ｌ
Ｍ
中
心
の
出
荷
に
切
り
替

え
販
売
環
境
の
改
善
、
有
利
販
売
に
努
め

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
令
和

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
会　
　

長　
　

石
村　

博
樹（
置　

戸
）

〇
副  

会  

長　
　

黒
河　
　

潤（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

加
藤　

貴
善（
端　

野
）

〇
監　
　

事　
　

井
下　
　

徹（
西
地
区
）

          

〃　
　
　

  

黒
須　

友
和（
北　

見
）

〇
理　
　

事　
　

斉
藤　

英
明（
西
地
区
）

          

〃　
　
　

  

渡
邊
健
太
郎（
置　

戸
）

          

〃　
　
　

  

大
澤　

賢
太（
訓
子
府
）

          

〃　
　
　

  

小
坂　

浩
司（
訓
子
府
）

          

〃　
　
　

  

川
畑　

師
和（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

景
政　

大
雄（
上
常
呂
）

          

〃　
　
　

  

斉
藤　

宏
幸（
北　

見
）

          

〃　
　
　

  

重
富　

勝
敏（
端　

野
）

き
た
み
ら
い
馬
鈴
薯
振
興
会

４
年
度
事
業
計
画
な
ど
議
案
４
件
を
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
石

村
博
樹
さ
ん
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
会　
　

長　
　

石
川　
　

修（
訓
子
府
）

〇
副  

会  

長　
　

山
梨　

健
司（
温
根
湯
）

　

      

〃　
　
　

  

岡
野　

拓
弥（
端　

野
）

〇
監　
　

事　
　

北
口　

裕
生（
相　

内
）

　

      

〃　
　
　

  

中
嶋　
　

賢（
北　

見
）

〇
理　
　

事　
　

武
田　
　

透（
留
辺
蘂
）

　

      

〃　
　
　

  

篠
木
雄
一
郎（
置　

戸
）

　

      

〃　
　
　

  

田
中　

裕
明（
上
常
呂
）

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
会　
　

長　
　

塚
本　

直
樹（
端　

野
）

〇
副  

会  

長　
　

広
中　

和
幸（
置　

戸
）

　

      

〃　
　
　

  

片
山　

博
美（
訓
子
府
）

〇
監　
　

事　
　

上
杉　

隆
博（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

佐
藤　

輝
行（
端　

野
）

〇
理　
　

事　
　

村
上　

孝
幸（
留
辺
蘂
）

　

      

〃　
　
　

  

渡
部　
　

剛（
上
常
呂
）

　

      

〃　
　
　

  

坂
口　
　

聡（
北　

見
）

各
生
産
組
織
、Ｊ
Ａ
三
組
織
が
総
会
開
催

各
生
産
組
織
、Ｊ
Ａ
三
組
織
が
総
会
開
催

〜
次
年
度
に
向
け
新
体
制
〜

特集
　
各
生
産
組
織
や
当
Ｊ
Ａ
三
組
織
（
青
年

部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
）
は
２

月
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
書
面
議
決
に
よ
る
開
催
や

規
模
縮
小
で
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、

新
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告
、
役

員
改
選
等
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▲馬鈴薯振興会通常総会の様子

▲種子馬鈴薯生産組合通常総会の様子▲玉葱振興会通常総会の様子

　

き
た
み
ら
い
種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合
は

２
月
17
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回

通
常
総
会
を
開
き
、
本
人
出
席
27
人
、
委

任
状
26
人
と
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
開
会
挨
拶
で
長
尾
昭
嘉
会
長
が

「
令
和
３
年
を
振
り
返
る
と
、
播
種
の
遅

延
や
生
産
初
期
の
低
温
や
干
ば
つ
、
断
続

的
な
高
温
な
ど
過
去
に
例
を
見
な
い
過
酷

き
た
み
ら
い

 

種
子
馬
鈴
薯
生
産
組
合

な
年
産
と
な
っ
た
が
、
会
員
皆
様
の
努
力

に
よ
り
、
平
年
並
み
の
収
量
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
種
子
馬
鈴
し
ょ
の
道
内

主
要
産
地
と
し
て
安
定
供
給
を
行
う
べ
く

生
産
者
、
組
織
が
一
体
と
な
り
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
議
事
で
は
令
和
４
年
度
事
業
計
画

な
ど
議
案
６
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
役
員
改
選
で
は
塚
本
直
樹
さ
ん
が
会

長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
豆
類
振
興
会
は
２
月
17

日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回
通
常
総

会
を
書
面
議
決
で
行
い
ま
し
た
。
事
業
報

告
で
は
「
小
豆
は
７
月
下
旬
の
高
温
に
よ

り
未
熟
粒
が
多
く
混
入
し
平
年
の
品
位
を

確
保
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
豆
は
平
年
よ

り
や
や
少
な
い
収
量
で
は
あ
っ
た
も
の
の

９
割
が
２
等
原
料
で
の
格
付
け
と
な
っ

た
。
高
級
菜
豆
は
開
花
期
以
降
の
猛
暑
と

干
ば
つ
の
影
響
を
受
け
た
た
め
、
収
量
は

平
年
を
下
回
り
未
熟
粒
が
多
く
混
入
し
、

質
も
平
年
よ
り
劣
り
次
年
度
に
課
題
を
残

き
た
み
ら
い
豆
類
振
興
会

す
結
果
と
な
っ
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
令
和
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
議

案
５
件
と
報
告
事
項
１
件
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
石
川
修
さ

ん
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
た
み
ら
い
麦
作
振
興
会
は
２
月
18
日
、

セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回
通
常
総
会
を

書
面
議
決
で
行
い
ま
し
た
。
事
業
報
告
で

は
「
秋
小
麦
は
５
月
の
降
雨
と
曇
天
の
影

響
で
出
穂
期
は
や
や
遅
く
な
っ
た
が
、
６

月
以
降
は
高
温
少
雨
傾
向
で
進
ん
だ
た
め

成
熟
期
は
平
年
よ
り
も
早
ま
り
、
登
熟
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
春
小
麦
は
出
芽

後
の
低
温
、
降
雨
に
よ
り
生
育
は
平
年
並

み
だ
っ
た
が
、
７
月
以
降
の
高
温
少
雨
で

成
熟
期
は
早
ま
っ
た
。
収
量
は
共
に
当
初

の
見
込
み
を
上
回
り
、
全
量
１
等
Ａ
ラ
ン

ク
と
な
っ
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
議
事

で
は
令
和
４
年
度
事
業
計
画
な
ど
議
案
４

き
た
み
ら
い
麦
作
振
興
会

　

き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
は
２
月
22

日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
第
20
回
通
常
総

会
を
開
き
、
本
人
出
席
27
人
、
委
任
状
28

人
と
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
挨
拶
で
加
藤
英
樹
会
長
が
「
全
道
的

な
不
作
に
よ
り
単
価
は
浮
揚
し
た
が
、
長

期
的
に
み
る
と
輸
入
の
窓
口
が
広
が
る
懸

念
が
あ
り
喜
ば
し
い
単
価
で
は
な
い
。
１

０
０
年
に
渡
る
玉
ね
ぎ
の
歴
史
が
評
価
さ

れ
日
本
農
業
大
賞
、
天
皇
杯
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
今
ま
で
以
上
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

な
が
ら
安
定
出
荷
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
令
和

４
年
度
事
業
計
画
な
ど
議
案
５
件
を
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
加

件
と
報
告
事
項
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
西
原
勇
一
さ
ん

が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
会　
　

長　
　

西
原　

勇
一（
訓
子
府
）

〇
副  

会  

長　
　

渡
部　
　

剛（
上
常
呂
）

　

      

〃　
　
　

  

間
村　

辰
彦（
端　

野
）

〇
監　
　

事　
　

茂
住　

修
二（
留
辺
蘂
）

　

      

〃　
　
　

  

岡
見　

博
文（
北　

見
）

〇
理　
　

事　
　

山
崎　

清
二（
温
根
湯
）

　

      

〃　
　
　

  

伊
藤　
　

薫（
相　

内
）

　

      

〃　
　
　

  

岡
田　
　

章（
置　

戸
）

き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
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藤
英
樹
さ
ん
が
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
会　
　

長　
　

加
藤　

英
樹（
北　

見
）

〇
副  
会  
長　
　

雅
楽
川
英
行（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

北
川　

裕
一（
端　

野
）

〇
監　
　

事　
　

坂
下　

修
一（
西
地
域
）

　

      

〃　
　
　

  
矢
萩　

大
寛（
上
常
呂
）

〇
理　
　

事　
　

森
谷　

淳
治（
西
地
域
）

　

      

〃　
　
　

  

飯
田　

和
浩（
西
地
域
）

　

      

〃　
　
　

  

眞
田　
　

肇（
西
地
域
）

　

      

〃　
　
　

  

森
谷　

弘
二（
置　

戸
）

　

      

〃　
　
　

  

前
田　

一
真（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

所　
　

厚
志（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

西
内　
　

光（
上
常
呂
）

　

      

〃　
　
　

  

西
島　
　

剛（
北　

見
）

　

      

〃　
　
　

  

山
内　

秀
之（
端　

野
）　
　

　

      

〃　
　
　

  

桜
井　

慎
一（
端　

野
）

※

玉
葱
青
年
部
選
出
役
員
に
つ
い
て
は
、

　

青
年
部
の
総
会
で
選
任

特集
各生産組織、ＪＡ三組織が総会開催各生産組織、ＪＡ三組織が総会開催

～次年度に向け新体制～

生
産
体
制
、
販
売
力
の

                 

強
化
に
向
け
て

生
産
体
制
、
販
売
力
の

                 

強
化
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の

     

組
織
活
動
を

          

模
索
し
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の

     

組
織
活
動
を

          

模
索
し
て

〜
特
別
栽
培
玉
葱
部
会
・
ク
リ
ー
ン
栽
培
玉
葱
部
会
、
設
立
へ
〜

役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
部  

会  

長　
　

河
合　

正
重（
訓
子
府
）

〇
副
部
会
長　
　

北
川　

憲
一（
端　

野)

〇
監　
　

事　
　

森
谷　

慶
一（
訓
子
府)

〇
理　
　

事　
　

小
川　

和
久（
端　

野)

　

      

〃　
　
　

  

森
下　

敏
行（
訓
子
府)

役
員
体
制（
令
和
４
年
度
～
５
年
度
）

〇
部  

会  

長　
　

山
内　

秀
之（
端　

野
）

〇
副
部
会
長　
　

小
川　

和
久（
端　

野
）

　

      

〃　
　
　

  

水
野　

淳
一（
相　

内
）

〇
監　
　

事　
　

岡
田　
　

章（
置　

戸
）

　

      

〃　
　
　

  

北
野　

祐
作（
訓
子
府
）

〇
理　
　

事　
　

吉
田　

誠
一（
北　

見
）

　

      

〃　
　
　

  

大
原　

直
記（
温
根
湯
）

　

      

〃　
　
　

  

齋
藤　
　

匠（
訓
子
府
）

　

２
月
１
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
特
別

栽
培
玉
葱
部
会
設
立
総
会
と
第
１
回
通
常

総
会
を
書
面
議
決
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
端
野
町
玉
葱
振
興
会
特
別

栽
培
部
会
」
と
「
訓
子
府
町
玉
葱
振
興
会

減
農
薬
研
究
会
」
の
活
動
で
事
業
推
進
し

て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
、

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
制

定
な
ど
、
持
続
可
能
な
食
料
提
供
に
向
け

た
取
り
組
み
が
加
速
す
る
今
後
の
環
境
へ

配
慮
し
、
栽
培
・
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

で
生
産
者
個
々
の
栽
培
技
術
の
向
上
や
消

費
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
生
産
体
制
強
化
と
、

更
な
る
部
会
発
展
を
目
的
に
会
員
35
人
で

設
立
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
令
和
４
年
度

事
業
計
画
な
ど
議
案
２
件
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
初
代
部
会
長
に
は
訓
子
府

地
区
の
河
合
正
重
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
令

和
４
年
産
よ
り
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

特
別
栽
培
玉
葱
部
会

　
　
　
　
　

  

設
立
総
会

　

２
月
１
日
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
ク
リ

ー
ン
栽
培
玉
葱
部
会
設
立
総
会
と
第
１
回

通
常
総
会
を
書
面
議
決
で
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
端
野
町
イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
部

会
」
と
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
玉
葱
部
会
」
の
活
動
で

事
業
推
進
し
て
い
ま
し
た
が
、
安
心
・
安

全
・
安
定
供
給
に
加
え
、
環
境
に
配
慮
す

る
「
や
さ
し
い
栽
培
・
活
動
」
に
取
り
組

み
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
馬
鈴
薯
部
会
と
連
携
し
な
が

ら
、
き
た
み
ら
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
み
ら
い
た
ま
ね
ぎ
」

の
販
売
力
強
化
を
目
的
に
、
会
員
80
人
で

設
立
し
ま
し
た
。
議
事
で
は
令
和
４
年
度

ク
リ
ー
ン
栽
培
玉
葱
部
会

　
　
　
　
　

  

設
立
総
会

事
業
計
画
な
ど
議
案
２
件
を
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
初
代
部
会
長
に
は
端
野
地

区
の
山
内
秀
之
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
令
和

３
年
産
よ
り
開
始
し
て
い
る
共
販
出
荷
は

引
き
続
き
体
制
の
強
化
・
確
立
に
努
め
る

方
針
で
す
。

※
両
組
織
で
行
わ
れ
る
農
業
生
産
工
程
と

　

組
織
活
動
を
併
せ
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17

　

の
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、
11
の
ゴ
ー
ル
に
関

　

連
し
ま
す
。

　

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

は
部
会
員
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
る
活
動
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
新
年
度
と
な
る
令
和
４
年
度

体
制
を
報
告
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
と
女
性
部
は

２
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
は
16
日
、
第
18
回
通
常
総
代
会
を

書
面
議
決
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
、

青
年
部
は
全
国
展
開
の
農
業
Ｐ
Ｒ
を
目
標

に
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム

広
告
」
に
農
業
Ｐ
Ｒ
動
画
を
表
示
さ
せ
ま

し
た
。
女
性
部
は
北
見
市
内
の
子
ど
も
食

堂
２
か
所
に
食
材
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
女
性
部
と
合
同
の
役

員
研
修
で
、
当
Ｊ
Ａ
企
画
開
発
Ｇ
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
女
性
な
ら
で
は
の

目
線
で
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
も
よ
り
活
発
な
組
織
活
動
を

目
指
し
て
、
役
員
を
中
心
に
協
議
、
計
画

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

令
和
４
年
度　

三
組
織
の
役
員
体
制
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
）

○
部　
　

長　
　

貝
沼　

隼
人（
東
）

○
副  

部  

長　
　

大
武　

弘
幸（
西
）

　

      

〃　
　
　

  

野
里　

智
也（
南
）

○
代
表
監
事　
　

坂
下　

祐
太（
西
）

○
監
事
・
理
事　
　

梶
浦　

貴
志（
東
）

　

      

〃　
　
　

  

大
関　

涼
雅（
西
）

　

      

〃　
　
　

  

昆
野　

将
之（
南
）

　

      

〃　
　
　

  

山
本　

将
志（
南
）

　

      

〃　
　
　

  

川
島　

拓
磨（
東
）

　※

監
事
・
理
事
に
つ
い
て
は
、

　

第
一
回
役
員
会
に
て
互
選
さ
れ
ま
す

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
）

○
会　
　

長　
　

藤
田　

紗
苗（
西
）

○
副  

会  

長　
　

林　
　

み
お（
南
）

　

      

〃　
　
　

  

斉
藤　

未
来（
東
）

○
監
事
・
理
事　
　

牧
野　

美
穂（
西
）

　

      

〃　
　
　

  

有
馬　

芳
枝（
南
）

　

      

〃　
　
　

  

萩
原　

知
香（
東
）

　※

監
事
・
理
事
に
つ
い
て
は
、

　

第
一
回
役
員
会
に
て
互
選
さ
れ
ま
す

新
役
員
体
制（
令
和
４
年
度
）

○
部　
　

長　
　

川
島　

睦
美（
端　

野
）

○
副  

部  

長　
　

堺　
　

敦
子（
置　

戸
）

　
　
　
　
　
　
　

今
野　

浩
美（
訓
子
府
）

○
監
事
・
理
事　
　

茂
住　

真
澄（　

西　

）

　

      

〃　
　
　

  

大
和
谷
由
理（
置　

戸
）

　

      

〃　
　
　

  

兼
安
美
由
紀（
訓
子
府
）

　

      

〃　
　
　

  

萬
城　

一
葉（
上
常
呂
）

　

      

〃　
　
　

  

宮
下
美
由
紀（
北　

見
）

　

      

〃　
　
　

  

福
原　

良
子（
端　

野
）

　※

監
事
・
理
事
に
つ
い
て
は
、

　

第
一
回
役
員
会
に
て
互
選
さ
れ
ま
す

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い

　
　

 
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

※令和４年産からのダンボールのデザインは、
　環境への配慮をＰＲする内容に更新予定です。

従来のダンボールデザイン

▲女性部・フレッシュミズ：合同役員研修の様子

▲子ども食堂への贈呈式の様子

▲青年部：広告の一部
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当
Ｊ
Ａ
で
は
１
月
24
日
、
セ
ン
タ
ー

事
務
所
で
午
前
と
午
後
の
２
回
に
分
け

て
「
ス
マ
ホ
教
室
・
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
講

座
」
を
開
き
、
当
Ｊ
Ａ
組
合
員
13
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や

農
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
背
景
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基

本
的
な
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
と
、
Ｊ
Ａ

職
員
及
び
組
合
員
の
情
報
交
換
ツ
ー
ル

「
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
」
の
普
及
を
目
的
と

し
て
今
年
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
教
室
で
は
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ

日
専
連
Ｎ
ｉ
ｃ
ｃ
店
の
職
員
を
講
師
に

招
き
、
電
話
の
か
け
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
の
仕
方
な
ど
、
基
礎
的
な
操

作
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
講
座
で
は
、
当

Ｊ
Ａ
職
員
が
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
使
い
方
や
利
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者

は
普
段
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
上
で

疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
積
極

的
に
質
問
し
、
有
意
義
な
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
訓
子
府
地
区
の

鈴
木
善
明
さ
ん
は
「
ス
マ
ホ
に
つ
い
て

不
明
な
点
を
気
軽
に
聞
く
こ
と
が
で
き

勉
強
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
は
最

近
使
わ
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
る
の
で

利
用
し
て
み
よ
う
と
思
う
」
と
話
し
ま

し
た
。

▲スマホの操作を学ぶ様子

▲ＪＡコネクトの説明を聴く様子

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
、
食
育
や
地
産
地
消

の
取
り
組
み
で
北
見
市
と
訓
子
府
町
、

置
戸
町
に
給
食
食
材
と
し
て
玉
ね
ぎ
４
，

０
０
０
kg
と
馬
鈴
し
ょ
「
ス
ノ
ー
マ
ー

チ
」
２
，
０
０
０
kg
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
乳
製
品
消
費
拡
大
を
目
的
に
調

理
用
牛
乳
と
し
て
「
き
た
み
ら
い
牛

乳
」
５
１
８
ℓ
を
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
各
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
に
届
け

ま
し
た
。
ま
た
、
「
Ｊ
Ａ
み
ら
い
サ
ミ
ッ

ト
」
の
参
加
が
縁
で
、
青
森
県
平
川
市

の
Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
よ
り
、
り
ん
ご
８
，

０
９
６
個
が
小
学
校
や
保
育
園
の
子
ど

も
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
玉
ね
ぎ
や
馬
鈴
し
ょ
、

牛
乳
を
使
っ
た
シ
チ
ュ
ー
や
グ
ラ
タ
ン

な
ど
が
登
場
し
ま
し
た
。
給
食
を
食
べ

た
児
童
は
「
ス
キ
ー
学
習
が
あ
っ
た
か

ら
寒
か
っ
た
け
ど
体
が
温
ま
っ
た
」

「
牛
乳
で
作
ら
れ
た
お
い
し
い
シ
チ
ュ

ー
で
た
く
さ
ん
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
り
ま

す
！
」
と
地
元
産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
北
見
市
と
訓
子
府
町
、
置
戸

町
、
当
Ｊ
Ａ
等
で
構
成
さ
れ
る
北
見
地

区
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
か
ら
野
菜
な

ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
入
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
当
Ｊ
Ａ

の
食
育
教
材
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
子
ど
も

た
ち
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
食
材
を

　
　
　

 

１
市
２
町
へ
贈
呈
！

▲▼給食を食べる児童の様子
    （上：美山小学校　下：北光小学校）

ス
マ
ホ
・
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の

　
　
　
　
　

 

講
習
会
を
開
催

〜
研
修
開
始
し
、
夢
の
農
家
へ
第
一
歩
〜

北
見
市
端
野
町
で
第
三
者
継
承
！

　

当
Ｊ
Ａ
端
野
地
区
で
は
２
月
、
池
田

直
貴
さ
ん
と
理
さ
ん
夫
妻
が
第
三
者
継

承
に
よ
る
就
農
を
目
指
し
て
２
年
間
の

研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
出
身
で
あ
る
直
貴
さ
ん
の
実

家
は
、
米
や
麦
を
作
付
け
す
る
兼
業
農

家
を
営
ん
で
お
り
、
農
業
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
時
代

か
ら
北
海
道
の
大
規
模
な
畑
作
農
業
に

憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
東
京
都
出

身
の
理
さ
ん
は
、
父
親
が
退
職
後
に
和

歌
山
県
で
始
め
た
ミ
カ
ン
栽
培
を
手
伝

っ
て
い
る
う
ち
に
農
業
は
楽
し
い
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

就
農
方
法
を
模
索
し
て
い
た
時
に
北

海
道
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

第
三
者
継
承
を
望
ん
で
い
た
端
野
地
区

で
玉
ね
ぎ
を
中
心
に
小
麦
や
大
豆
を
作

付
け
す
る
福
田
嘉
博
さ
ん
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
北
見
市
や
当
Ｊ
Ａ
を
交
え
、

面
談
や
農
業
体
験
を
数
回
行
っ
て
い
く

中
で
福
田
さ
ん
の
人
柄
に
ふ
れ
、
就
農

に
対
す
る
不
安
が
自
信
に
変
わ
り
ま
し

た
。

　

研
修
を
開
始
し
た
２
人
は
「
２
年
間

の
研
修
期
間
で
で
き
る
限
り
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
吸
収
し
た
い
」
と
意
気
込
み

ま
し
た
。
福
田
さ
ん
は
「
農
業
は
地
味

な
仕
事
の
連
続
。
研
修
期
間
は
辛
い
こ

と
も
あ
る
と
思
う
が
、
北
海
道
に
根
を

張
り
一
人
前
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

▲玉ねぎの伏せ込みを行う
　直貴さん（右）と理さん（中央）
　作業を見守る福田さん（左）

▲池田さん夫妻（右）と福田さん夫妻（左）

　

留
辺
蘂
高
等
学
校
３
年
生
７
人
が
ゼ

ミ
の
課
題
研
究
の
一
環
と
し
て
、
き
た

み
ら
い
産
の
赤
玉
ね
ぎ
に
着
目
し
、
ア

レ
ン
ジ
料
理
を
作
っ
た
ほ
か
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
２
０
２
２
年
夏

に
北
見
市
と
ロ
シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
ポ

ロ
ナ
イ
ス
ク
市
が
友
好
都
市
提
携
を
結

ん
で
50
周
年
を
記
念
し
て
予
定
さ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
ロ
シ
ア
の
伝
統
料

理
を
き
た
み
ら
い
産
の
作
物
を
使
い
、

ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
地
元
を
Ｐ
Ｒ
で

き
れ
ば
と
同
校
生
徒
が
提
案
し
ま
し
た
。

　

赤
玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
当
Ｊ
Ａ
玉
ね
ぎ

Ｇ
の
職
員
よ
り
講
義
を
受
け
、
成
分
や

味
の
特
徴
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

赤
玉
ね
ぎ
を

食
べ
た
こ
と

の
な
い
生
徒

が
多
か
っ
た

で
す
が
、
赤

玉
ね
ぎ
の
良

さ
を
活
か
せ

る
よ
う
試
行

錯
誤
を
し
て
、

３
品
の
ア
レ

ン
ジ
料
理
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
次
年

度
の
ゼ
ミ
生
が
引
き
継
ぎ
、
ロ
シ
ア
語

版
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ア
レ
ン
ジ
料
理

を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
は
留
辺
蘂
の
エ
ー
コ
ー
プ
や

ラ
ル
ズ
マ
ー
ト
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、

見
つ
け
た
際
は
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▲作成したリーフレット

▲当ＪＡ職員と留辺蘂高校の生徒

留
辺
蘂
高
生
、

 　
　

赤
玉
ね
ぎ
を
Ｐ
Ｒ
！

み
ち
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きたみらい技能実習生

ゴー ファム トゥオン ヴィさん（22歳）

出身地：ベトナム（チャーヴィン省）

役立つベトナム語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　食べることと旅行に行くことです。Ｑ好きな日本語はなんですか?　　一期一会です！
Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　うどんと焼肉です。
Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　北見は美味しい食べ物がいっぱいだから太　ってしまいました（笑）Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　スキーと釣りをしてみたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　大変なこともありますが、とても面白いで　す。日本でたくさんの経験をしたいと思いま　す！

　今回は、ベトナム語で自己紹介をするときのフレーズをご紹
介します。
　「私の名前は○○△△です」＝「トイ テン ラー ○○ △△」
となります。
　もっと簡単に、「私は○○です」と言いたい場合は「トイ
　ラー ○○」でＯＫです！是非使ってみてください☆

vol.11

　前回に引き続き、北大の学生とＪＡの職員の方によるワークショップの成果について紹介して

いきます。５つのグループで、それぞれに農村の豊かさをこれからも維持・発展させていくため

の取り組みを考えてもらいました。ここで考えてもらった取り組みは実際に実施するわけではあ

りませんが、参加した皆さんがあらためて農村での暮らし・農家の生活の豊かさについて見直す

機会になればと思い、このような形で実施しました。今回は「時間の余裕」を豊かさのカギとし

た２つのグループについて簡単にご紹介したいと思います。

　１つ目のグループは、農村は“時間がゆっくり流れる場所”だということが豊かさのカギであ

るとしました。この“時間がゆっくり流れる場所”というフレーズは以前の調査の際に聞くこと

ができたもので、他にも今の生活にある程度満足しているけど時間的余裕が欲しいという意見が

あったことから豊かさのカギとして選ばれました。具体的な目標は年間労働時間の削減としまし

た。

　その方法として雇用労働力の確保、作業の省力化の２つを考えていました。雇用労働では地域

外からの呼び込みに加えて、地域内の高齢離農者の雇用を提案していました。また省力化ではコ

ントラクターやリース事業も使った機械導入の促進、また各作物の作業内容の見直しを普及セン

ターと連携しつつ組織的にすすめるという取り組みを考えていました。この２つに加え、労働時

間削減について地域内での理解促進の取り組みも必要だとしていました。

　２つ目のグループでは“余裕のある働き方”を豊かさのカギととらえていました。そのための

具体的な目標として、月に１回、休みの日を確保するというものを設定しました。背景には経営

面積の拡大と労働時間の増加があり、それにより家庭や地域との関わりが減ってしまい、趣味の

時間もとれなくなるという懸念がありました。その意味から１日まるまる休みにできる日を増や

すことが目標となりました。

　具体的な方法としては、講習会やチラシ等での周知・呼びかけと、元農家・後継者の斡旋やデ

イワークの利用による雇用労働力の確保の大きく２つの取り組みが考えられました。ワークショ

ップの中では休むための具体的な方法について講習会などで伝えたらよいのではないか、という

意見も出ました。しかし休みの日の重要性さえ伝われば、具体的な方法は農業者の間で必要な情

報が自主的に交換されるようになるだろうとのことから、取り組み内容は呼びかけと雇用労働力

の確保の２つに絞られることになったそうです。

　今回の２グループが時間的な余裕を取り上げた背景には経営面

積の拡大の影響を受けた忙しさがありました。通常、私たちは面

積の拡大は経済的な豊かさにつながるので良い事であると受け止

めることが多いです。し

かし一方でそれが進みす

ぎれば、作業に追われる

だけの日々になってしま

い、経済的な豊かさでは

ない別の豊かさを失いか

ねないのではないか、と

いうことをこのワークシ

ョップであらためて考え

ました。

　両親の影響で、小学校２年生の時には編み

物を始めていました。編み物以外にも様々な

手芸作品を作っていますが、布で作った絵本

は「北海道家の光大会」で展示したこともあ

り思い出深い作品です。

　毎年、置戸町の『勝山温泉ゆぅゆ』で農作

業用帽子とガラスアクセサリーを出品してい

ます。最近では、北見市の『ガーデニングハ

ウス四季倶楽部』にも出品を始めました。特

に農作業用帽子は丸洗い出来てとても便利だ

という声を頂いています。機会があれば自分

の手芸作品を手に取ってもらえると嬉しいで

す。

▲手芸作品の数々

生活の一部！な
　　　　手芸作品
生活の一部！な
　　　　手芸作品
生活の一部！な
　　　　手芸作品
生活の一部！な
　　　　手芸作品

置戸地区・雄勝

（55歳）

河野　智子さん

とも　こ

ＪＡ職員・学生合同ワークショップの成果 その２
北海道大学大学院農学研究院　棚橋　知春
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お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本・長谷川）

高齢者福祉活動（生活相談業務）
に関する意向調査について

　高齢者福祉活動（生活相談業務）は介護予防活動の推進のため、主に自立可能な後期高齢者
（75歳以上の方）を対象とした活動を行っております。
　また、新型コロナウイルス感染症への対策として、接触の機会低減のために以下の意向調査を
実施し、対象となる方の状況を把握したく、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
　なお、今年度の調査の対象となる世帯には下記の文書を別途送付させていただきました。ご家
族の皆様で相談の上ご記入していただき、３月24日(木)までに返送していただけますようよろしく
お願いいたします。
　希望される方への面談は引き続き行っております。年齢などに関わらず、生活上の不安がある
方はお気軽にご相談ください。

　※下記の調査で得た情報は、相談業務の実施以外の目的で使用いたしません。
　　また、ご本人の同意をいただいた場合を除き、外部に公開することはありません。

▼高齢者福祉活動（生活相談業務）に関する意向調査票

　きたみらい豆類振興会訓子府地区は１月24日、訓
子府町学校給食センターへ大豆30kgと小豆５kgを寄
贈しました。訓子府地区代表の石川修さんが同セン
ターへ訪れ、高橋治センター長へ手渡しました。
　学校給食に使ってもらおうと毎年、地区活動の一
環で取り組んでおり、今年で５回目の実施となりま
す。この取り組みについて石川さんは「豆は身体に
よく本当においしい。子ども達の成長を促す食材と
して、いろいろな料理に活用してもらえれば」と話
しました。
　寄贈された大豆と小豆は２月から順次、給食とし
て子ども達に振舞われました。

▲寄贈の様子（左から石川さん、高橋センター長）

訓子府町給食センターへ豆を贈る

を利用しませんか？
　当ＪＡではＪＡコネクトの普及が進んでおり、現
在多くの組合員の方が利用しています。令和４年２
月時点では、約780名が登録しています。
　このアプリを利用することで、図の通り迅速に情
報交換が行えますので、アカウントを取得していな
い組合員の方で興味のある方は、下記の担当までご
連絡ください。
【お問い合わせ】
　担当：ＪＡきたみらい担い手Ｇ（織田・臼井）　
　　　　　　　　　　　 　ＴＥＬ：２４-２１４５

▲今後普及が進むと、コネクト上でとりまとめを完結することができます ▲細微な確認事項や緊急時の連絡にも

登録者数が増えています！

とりまとめ例

会話例
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事 務 所 8:40～17:00

センター・地区事務所

平　日

8:40～12:00※

土曜日 日曜日 祝祭日

営　業　時　間

休み 休み
金融窓口

温根湯店舗

置戸店舗

訓子府資材拠点店舗

端野資材拠点店舗

9:00～15:00 休み

（ＡＴＭ） 9:00～18:00 9:00～14:00

共済窓口業務 9:00～15:00 休み

※事務所は第２・第４土曜日休業

生　産　資　材　店　舗

8:40～17:00

休み

※訓子府・端野資材拠点店舗は４月21日（木）～９月30日（金）まで次の

　とおり→（日）8:40～12:00
●ゴールデンウィークは別途対応

各給油所

給　油　所
8:00～19:00 8:00～19:00 8:00～18:008:00～18:00※

※温根湯給油所は日曜日休業

8:40～17:00 8:40～12:00 休み休み
訓 子 府

端 野

整　備　工　場

営業時間の変更のお知らせ
令和４年４月１日（金）～10月31日（月）

休み

休み※

8:40～12:00

第１回 理事会報告
　２月24日、午前９時30分より第１回定例理事会が開催さ
れ、報告事項12件、決議事項11件が協議され、原案通り承
認されました。
　【報告事項】
①令和３年度内部監査業務活動報告について
②組合員状況報告について
③令和３年度資産査定結果について
④コンプライアンス事故報告について
⑤令和４年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定に係
　る報告について
⑥学識経験役員候補者の推薦について
⑦反社会的勢力等との取引排除に係る対応状況について
⑧疑わしい取引の届出状況について
⑨令和４年度信用評価基準による階層区分の設定及び指導
　区分の変更並びに対策農家選定について
⑩理事からの販売品買取に係る報告について
⑪Ｒ３年産共計玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑫独自生乳緊急対策の実績報告と年度末に向けた生産抑制
　の取組みについて
　【決議事項】
①固定資産の取得・処分について
②規程類の改正について
③コンプライアンス・マニュアルの改正について
④令和４年度コンプライアンス・プログラムの制定について
⑤令和４年度余裕金の運用について
⑥令和４年度冬期地区別懇談会資料意見集約Ｑ＆Ａについて
⑦令和４年度冬期地区別懇談会の延期開催日程（案）につい
　て
⑧令和４年度生乳受託販売契約数量について
⑨税効果積立金の取崩しについて
⑩令和３年度事業報告（含む事業報告付属書）及び計算書類
　（剰余金処分案を除く）について
⑪令和３年度剰余金処分（案）について

農作業中の事故に備えませんか？～労災保険～
　例年、当ＪＡ管内では農作業事故が多発しており、特に機械等を使用する作業時に

は大きな事故につながります。組合員の方には安全作業の徹底を図ってもらうととも

に、万が一の際には負担を最小限に抑えるため、労災保険への加入をお勧めします。



　　  リンピック

　　  いつも楽しくみています。

　　  葱の播種作業が始まりました。コロナが終息し、      

　　 豊穣の秋を迎えられます様今年も頑張りましょ

　　 うね！

1617

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

２月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　２月号のまちがいさがしの答えは「１、４、５、７、10」

でした。正解者32名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「芳醇玉葱醤

油」と「北見玉葱焼肉のたれ」をプレゼント致しま

す。

（　　　）内は地区名

・遠藤　　葵さま（訓子府）・小野寺清治さま（訓子府）
・黒川　　清さま（訓子府）・米森　悠真さま（北　見）
・児玉　　詩さま（温根湯）・河野　由樹さま（置　戸）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を
記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「大
正金時と鶏肉のキーマカレー」と「玉ねぎと
鶏もも肉の黒カレー」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　今年度の農作業もスタートしましたね。事故や体調不良

に気をつけて皆さん作業を頑張ってください！また、コロ

ナも気付けば２年が経ちました。今年こそは終息し、以前

　　　の生活が戻ることを願うばかりです。

　２月は北京オリンピックで盛り上

がりましたね！波乱の展開も数多く

ありましたが、羽生選手のクワッドアクセルへの挑戦やロ

コ・ソラーレの銀メダルなど、感動的な場面もたくさんあ

りました。暗くなるようなニュースも多いですが、勇気を

もらって頑張りましょう！

（相内地区　林　秀子さん）
（北見地区　安斉　亮一さん）

玉 オ
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和４年２月18日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,602人

5,891人

906戸

118,230百万円

13,600百万円

4,866百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

サワラとカブのちり蒸し風カキの酒煮

・まだまだ気温が低い中、外での作業が始まっていますが、身体の

　調子はいかがでしょうか。１日の始まりと終わりにストレッチを

　すると筋や関節が伸び、体の柔軟性が高まることで怪我の予防へ

　繋がります。（ダイエット効果も？！頑張るかな・・・）

・北京オリンピックの女子カーリング、みなさんは観戦しましたか？

　ポジティブな声掛けにこちらまで明るくなりましたね！

　「ナイスぅー！」 　　　　　　　　　　　　　　（森谷　弥生）

❶サワラは塩を振って１時間ほど置いた後、

さっと湯通しする。

❷鍋にだし汁Ａを沸かしサワラ、カブを入れ

中火で３、４分ほど煮て弱火にし、ナバナ

とマイタケを入れさっと火を通す。

❸②を器に盛り付け、ポン酢ともみじおろし、

スダチを添えて出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………………２枚

………１個

……………………………………２房

……………………２本

……………………………………1/2個

………………………………適宜

………………………………………適宜

……………………………300ml

………………………………大さじ2

…………………………………小さじ1/2

…………………………小さじ1/2

サワラ（切り身で50g）

カブ（半分に割って下ゆでする）

マイタケ

ナバナ（下ゆでする）

スダチ

もみじおろし

ポン酢

だし汁A

　かつおだし

　料理酒

　塩

　しょうゆ
❶鍋に日本酒を入れアルコールを飛ばし、塩、

しょうゆ、ショウガを入れる。

❷カキを水洗いし、しっかりと水気をふき取

り①の鍋に入れ、中火にかける。

❸鍋を揺すりながらカキがふっくらするまで

火を通す（３～５分程度）。

❹③を器に盛り付け、長ネギと七味唐辛子を

あしらい出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………………………………………200g

……………………………………200ml

……………………………………………２g

……………………………小さじ1/2

……１枚

………………１本

…………………………………適宜

カキ

日本酒

塩

しょうゆ

ショウガ

（皮付きのまま薄切りにしたもの）

長ネギ（小口切りにする）

七味唐辛子


